
 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 7 年９月１日（在籍児童数 197 名  R07.09.01 現在） 

 

加須市立騎西小学校 

学校だより９月号                 
 
℡：0480-73-0004 
      

学校 HP：http://kuronishi.la.coocan.jp/ 

学校教育目標 
進んで学ぶ子 

思いやりのある子 
明るく元気な子 

こどもの学びと成長を支え、地域とともに歩む学校 

学校ＨＰ 

 
グッドルーザー  ～負けたときにこそ表現したい姿～ 

 ９月に入ったにも関わらず、40℃にも届こうかという日が続いています。ただ、そんな中でも、

額に汗をかきながら元気に登校してくるこどもたちの姿に元気をもらい、今日も騎西小での１日が

始まります。 

８月 29 日の始業式には、こどもたちに、夏の全国高校野球選手権大会に出場した高校生たちの

姿について話をしました。今回は、勝利したチームではなく、負けてしまったチームに焦点を当て

て、その姿にこそ、学ぶことがあるのではないかという話をしました。 

表題にした言葉は、２年前、仙台育英学園高等学校（以下、仙台育英）の野球部監督である須江

航監督が、チームのこどもたちに対して伝えた言葉です。その前年度、仙台育英は甲子園初優勝を

果たしましたが、次の年、監督はこどもたちに向けて、次のような言葉を伝えたそうです。 
 

「人生は敗者復活。負けたときにこそ人間の価値がでる。グッドルーザーであれ。」 
 

「グッドルーザー」とは、「負けを潔く認め、相手の勝利に敬意を払い、試合に関わる人たちに感

謝できる人」を指します。夏の全国高校野球選手権大会を例にとると、全国の 3500 以上ものチー

ムのうち、負けを味わわないチームは、優勝する１チームしかありません。 

 今回も、須江監督率いる仙台育成は３回戦で、本大会初優勝を果たした沖縄尚学と対戦し、残念

ながらわずかの差で負けてしまいました。しかしながら、試合後に須江監督は、「これ以上の経験

はないなという負け方。ほんの数センチのミスとかも許されないのが甲子園だというのを思い出さ

せてくれました。相手チームのおかげです。人間は失敗からしか成長できません。１、２年生も多

くいたので、負け方としては最高でした。」という言葉を残すとともに、対戦相手の沖縄尚学に向

かって率先して拍手をし、エールを送っていました。 

仙台育英の選手たちも、敗戦直後には涙を浮かべて悔しがっていましたが、沖縄尚学がグラウン

ドを引き上げるときには、須江監督にならうように、帽子を取って腕を突き上げながら、相手チー

ムである沖縄尚学を見送り、「がんばれよ。」と声援を送っていました。その姿には、多くの視聴者

から「宮城の誇り」、「スポーツとは、社会とはということを学ばせてもらいました。」などという

メッセージが送られるとともに、スタンドからは両チームに大きな拍手が降り注がれていました。 

 

 この二学期、本校でも、６年生の市内陸上競技会や５年生の市内音楽会、校内持久走記録会など

の行事が多々設定されています。記録を競うものも競わないものもありますが、行事をとおして、

「敬意」や「感謝」、「協力」などを体現できる機会にさせたいと思っています。全力で取り組ませ

る中で、これらの価値を実感させながらさらなる成長を遂げられる二学期にしていきます。 

夏休み中も、様々な行事で活躍しました。 
 

7/26 きさい夏祭りこども神輿      7/28・29 林間学校    8/6 加須市青少年未来サミット 

http://kuronishi.la.coocan.jp/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 

 

  

 

 

 

日 曜 行  事  等 

9/ 1 月 給食開始 

9/1～9/5 定時退勤ウィーク 

3 水 避難訓練 

4 木 
身体測定（５・６年・わかば・

青葉） 委員会活動 

5 金 身体測定（３・４年） 

8 月 身体測定（１・２年） 

10 水 第２回学校運営協議会 

11 木 クラブ活動 

17 水 さくらキッズ 

18 木 
校外学習（３年：梨農園） 

５時間 

19 金 修学旅行説明会 

25 木 

校外学習（３年：玉敷神社） 

社会科見学（５年） 

学校応援コーディネーター会議 

26 金 ＰＴＡ運営委員会 

27 土 資源回収 

28 日 騎西地区体育祭 

 

10 月の主な行事予定 
 

10/ 2（木）遠足（１・２年）５時間 
    6（月）放課後こども教室 
  7（火）就学時健診（４時間給食） 
   9（木）クラブ活動 
  10（金）騎西中央幼稚園運動会 
  15（水）社会科見学（３年） 
  16（木）サイエンススクール（４年） 

      ５時間 
  17（金）陸上競技会壮行会 

      学校保健委員会 
  21（火）市内陸上競技会（予備日10/28） 

  29（水）支援担当訪問 ５時間 
  31（金）騎西中学校研究発表 

 

「礼儀」「本気」「思いやり」「けじめ」「自分から」

「ルールを守る」の六つの言葉をキーワードに、５年

生が、林間学校に行ってきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きまりを守って生活します 

・ 「児童のきまり」の確認 

・ みんなのことを考えて 

こどもたちの感想から 
 
 私が一番心に残ったのはキャンプファイヤーです。思
ったことは、私も炎に負けないくらい、明るく熱くなろ
うということです。一番物知りになったのは、八ッ場ダ
ムです。完璧に覚えているのは、ダムの長さと高さです。
それ以外にも覚えたことがたくさんありました。５年１
組のみんなで作り上げた最高の林間学校だったと思いま
す。友達との絆も深まりました。 
 
 室長とバスレク係をしましたが、いろいろなハプニン
グがありました。ですが、仲間と協力することで、でき
ることが分かりました。ホテル内では、食事の際にご飯
を分け、時にはみんなを引率して忙しかったですが、全
員からパワーをもらうことで、長い２日間を有意義に過
ごせました。 
 
 林間学校を終えて、クラスの絆が深まったと思います。
それと、グループの中で時間を見て、みんなで行動や協
力しあって、小学校にいるときよりも時間をすごく意識
できました。動と静に気を付けながらも、すごく楽しか
ったです。親から離れて自分たちで行動する、先生に言
われる前に行動するために、みんなで次に何をすればい
いか、しおりを見て行動しました。これを小学校生活の
中でも生かしていきたいです。 
 
思い出に残ったこと 
１位…山の景色。自分が見た景色で一番きれいだった。 
２位…みんなでお風呂に入ったこと。熱風呂に４人で 100
秒入った。 
３位…キャンプファイヤー。みんなで踊って遊んで楽し
かった。 
４位…八ッ場ダム。いろいろなことを知ったし、川がき
れいだった。 
また群馬と長野に行きたいです。 


